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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月16日(2014.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長ωPの第１の光と、
　前記光とコヒーレントな関係を維持している波長ωSTの第２の光と、
　スーパーコンティニューム光の一部であって、波長がωAS=2ωP -ωST である参照光と
しての第３の光と、
　第１、第２の光をほぼ同軸状に一致させる光学系と、
　第１、第２の光の位相を調整する機構と、
　前記第１、第２の光を集光する対物レンズと、
　観察試料から発生したCARS光を検出する対物レンズと、
　前記CARS光と前記第３の光とを同軸上で干渉させる干渉光学系と、
　干渉光を検出する光検出器と、
　前記光検出器からの信号を処理する演算装置と、
を有することを特徴とする光学装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の光学装置において、
前記第２の光はブロードバンドのレーザ光であり、分光器を用いた位相ダイバーシティ法
を使用することを特徴とする光学装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の光学装置において、
前記第２のレーザ光はスーパーコンティニューム光の一部であることを特徴とする光学装
置。
【請求項４】
　請求項１に記載の光学装置において、
更に、前記演算装置に基づいて画像を表示する画像表示装置を有することを特徴とする光
学装置。
【請求項５】
請求項１に記載の光学装置において、
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前記参照光の光路に光学フィルタを設置することを特徴とする光学装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の光学装置において、
前記光学フィルタは光軸近傍の光を主に遮光し、光軸から離れた周辺の光を透過すること
を特徴とする光学装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の光学装置において、
　前記干渉光は、前記観察物体を透過した光を利用して形成されることを特徴とする光学
装置。
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